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LandXML1.2 に準じた 3 次元設計データ交換標準（案）に沿った作成手順 

 

■ソフトウェアとバージョン ： EX-TREND 武蔵 建設 CAD  Ver.19 

（3 次元設計データ作成オプション） 

■OCF 検定認証番号 ： 17118070198 

 

① メニューバーより、測量計算-3 次元設計データ作成オプションを開き、基本設定を編集 

※「LandXML1.2 に準じた 3次元設計データ交換標準（案）に準拠」チェック ON 

 

 

② メニューバーより、測量計算-座標入力にて、始終点、主要点など平面線形を構成する座標を登録 

 

 

③ 左側のガイドバー「平面」ステージにて、計算条件を設定 
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④ 左側のガイドバー「平面」ステージにて、平面線形要素を入力（J-LandXML 読込み時は確認） 

 

 

⑤ 左側のガイドバー「縦断」ステージにて、縦断線形要素を入力（J-LandXML 読込み時は確認） 

 

 

⑥ 左側のガイドバー「横断」ステージにて、横断形状要素を入力 

（J-LandXML 読込み時は内容確認した上で、必要に応じて、編集作業を実施） 
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⑦ 編集作業の一例として、例えば、起工測量時の横断地盤線に計画をすり付けする場合 

※横断現地盤線は、SIMA や点群処理ソフト「TREND-POINT」とのデータ連携で取得可能 

 

 

⑧ 手順⑥の数値入力以外に、CAD図面より横断形状要素を取得することも可能 

※類似機能として、CAD本体側の“横断設計照査/土工管理”コマンドでも対応可能 

 

 

⑨ 縦断方向の接続状態を確認し、必要に応じて編集 
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⑩ LandXML形式にて、ファイル出力 

※「LandXML1.2 に準じた 3次元設計データ交換標準（案）に準拠」チェック ON 

 

 

⑪ 作業終了 


